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「他者の感覚・視点を

取 り入れることで

見えて くるもの」
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「異なる感覚・視点を持つ

他者と自己へのまなざし」
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回四■

「みんなで育て、つ くる。

チャレンジできる場所」

口四■

「地域住民 と協働でつ くる

コミュニケーシ ョンの

ある暮 らしとは」
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対話があるか ら、

発見があるか ら、
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対話 &創造 ラボ とは ?

8 様々な主体の交流 連携か ら新たな知を生み出す

一人ひとりの良さが活かし合える暮らしやすい地域や社会を目指 して、

新たな手法の創発に向けた 「対話 &創造ラボ」では、多様な主体による対話と創造の場をつくります。

協働の今 とみ らいを学ぶ場 「みらい リンクフォーラム」 01

みらいリンク

FORUM
フォーラム

『みらいリンクフォーラム」を通じて、これからの課題解決に向けて新たな手法創出の種が見つか

り、みらいにつながる場をつくります。特に、横浜市の地域で直面している、また今後直面する課

題に対して、その解決に向け先進的に進められている取組で、新たな手法の創発につながる可能性

のある事例等を学びます。

口回||

「みんなで育て、つ くる。

チ ャレンジで きる場所」

下北沢・ ボ ーナ ス トラ ックが取 り組 む

不動産 開発 のあた ら しいもの さ し

みらいリンクフォーラム第 1回目は、2020年 4月 に下北沢で誕生した
「ボーナス・トラック」から、開発を担当した小田急電鉄の向井さん、場の

プロデュースと運営も行う小野さんのお二人にこ登場いただきます。

「ボーナス・トラック」は下北沢駅と世田谷代田駅の間にあり、複々線化

と地下化による路線跡地を活用した下北線路街の施設の1つ。飲食店や物販

店に加えシェアキッチンや広場といった様々な機能を盛り込んだ商業施設で

す。一般的な開発では、建ぺい率や容積率を最大限使い、大きな建物を造り

賃料を設定、収益化を目指すのが普通ですが、今回「ポーナス・トラック」では

個人事業主でも借りやすい賃料を設定、店を始めやすい面積にし、開発にか

ける工事責は賃料から逆算して算出する手法を取ったそう。なぜ、そのよう

な形で開発を行ったのか
'こ
れまでにないものさしを軸とした不動産開発の

背景、企画からこれまでのプロセスにおいての協働の道のりを探ります。

下北沢のまちづくり会社 散歩社

代 表 取 締 役 /greenz」 pビ ジ ネ ス ア ドバ イ ザ ー

1984年岡山県生まれ。中央大学総合政策学部卒。ソーシャルデザイ

ンをテーマにしたウェブマガジン「green2jp」 を運営する NPO法人

グリーンズの経営を 6年務めた後、同法人のソーシャルデザインやま

ちづくりに関わる事業開発・再生のプロデュース機能を 0&G合同会

社として分社化、代表に就任。greenz,pビ ジネスア ドバイザー。

L 小野裕之 さん

回四□

「地域住民 と協働でつ くる

コミュニケーシ ョンのある暮 ら しとは」

金沢区・八景市場

食で繋がる街のプラットフォーム

第 2回 目は、八景市場の皆様にお越しいただきます。八景市場は、7戸 のアパートメントで「コミュニケーションのあ

る暮らし」を住民と協働しながらデザインする為の、開かれたキッチン付きシェアラウンジを有する施設です。シェアラ

ウンジは一般の方々にも開放し、入居者だけでなく、利用者を広く迎える地域との新たな接点です。時に入居者が食卓を

囲み、ワークショップなどのイベントや市場などが開催され、活用方法は色々。

豊かなつながりを生み出しながら、新しい金沢のライフスタイルを創出。パブリックスペースの可能性を考える機会と

して、八景市場の皆様にお話を伺います。働きながら住まい、地域と共に成長する場として、土地に根付いた思いを継ぐ

八景市場の魅力を探ります。

小 田 急 電 鉄 株 式 会 社

生 活 創 造 事 業 本 部 開 発 推 進 部 /

下 北 線 路 街 運 営 事 務 局 マ ネ ー ジ ャー

1990年 生まれ。立教大学経済学部卒業後、2013年

に小田急電鉄株式会社に入社し、主に小田急沿線の

不動産開発業務に携わる。2015年より下北沢エリア

の線路跡地「下北線路街」の開発プロジェクトを担

当し、開業後の物件の管理運営にも携わりながら下

北沢エリアのまちづくりに取り組む。
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CSV・ SDGsを 志向する企業発 `公開企画会議 「 トライアルスタジフ 02
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トライアル 「トライアルスタジオ」では、横浜市と関わりのある企業が、多様なセクターからのアイデアを

取り入れ、社会課題や地域課題の解決に向けた事業開発などにつなげる機会をつくります。

口四■

「でき
ゼ ロ

こ
　
口曰′

る

・

とからはじめる
ェイス トな毎日」

増 山 理人 さん

パタゴニア横浜・関内

アシスタント・マネージャー

鎌倉市在住。横浜ス トアのサスティナ

リティ担当として店内のゼロ・ ウェイ

卜に取 り組む .

ゼロ 。ウェイス ト・ ジャバンとパタゴニア横浜・関内ス トアが

チャレンジする、ゴミを出さないお店づくり

横浜市でもヨコ八マ3R夢プランの 1つ としてゴミの削減については継続的に取り組んでいる中で、市内でも、市民の皆

様の意識や行動、つながりによって地域で様々な取り組みが進められています。現在では分別が進む一方、燃やすごみの大

幅な削減は難しくなっているのが現状です。これから大事なのは、市民一人ひとりが循環型社会について考え、自主的で自

分らしい行動に移してもらうための取り組みが重要であり、ライフスタイルやビジネススタイルにおける変化の形を模索し

ながら、「横浜らしい循環型社会」に向けて、他分野連携などにより取り組んでいくことが必要になってくるはずです。

トライアルスタジオの第 1回目は、「ゼロ・ウェイスト」実践の機会を共創する一般社団法人ゼロ・ウェイスト・ジャパ

ンの活動紹介と、アパレル店舗のパタゴニア横浜・関内ストアで取り組む、アパレル店舗ならではの “ゴミを出さない・チャ

レンジをビップアップ。何から始めるといいのか、どんな準備が必要なのか
'気
になるあれこれを伺います。

パタゴニア横浜・関内

ス トアマネージャー

茅ヶ崎市在住。ス トアでのゼロ・ウエイスト

の取り組みを牽引し、2019年にアパレル ゼ

ロ・ ウェイスト認証を取得。2020年に更新。

L

坂野 晶 さん

|

一般社団法人ゼロ・ウェイスト・ジャバン

代表理事

兵庫県西宮市生まれ。日本初の「ゼロ・ウェイスト宣言」を行つ

た徳島県上勝町で NPO法人ゼロ・ウェイストアカデミーの理

事長として廃菫物政策に携わる。2020年から一般社団法人ゼ

ロ・ウェイスト・ジヤバンにて、国内外で循環型社会のモデル

形成に取り組む。 2019年世界経済フォーラム年次総会 (通

称ダボス会議)の共同饉長。

、d「
一 般 社 団 法 人 ゼ ロ・ ウ ェイ ス ト・ ジ ャバ ン

ス タ ッフ

東京都生まれ。2019年 11月からゼロ・ ウェイス トアカデミー

にインターンとして参画。エレン・マッカーサー財団のプログ

ラムにも参加し、サーキユラーエコノミーとゼロ・ ウェイス ト

の知見を広げる。2020年 4月 から一般社団法人ゼロ・ ウェイ

ス ト・ジャパンの総務/経理スタッフとして活動中。 1.22 FRI
18:30… 20:30
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フー ドコミュニケーター

1977年 生まれ。 生まれも育ちも横浜市金沢区。学生時代国際ワー
クキヤツプというボランティア活動を通じ′地域内外のコミュニケー

ションを軸に日本全国の色々なまちづくりに関わる。

2015年に父の経営するアパートが人口の緩やかな減少に伴い空室率

が高くなつている事に対し,個人の力だけでは限界がある事を痛感。

新しい賃貸住宅の在り方「コミュニケーションのある暮らし」を軸と

したアパートメント「八景市場」を 2019年 1月からオープン。かつ

て同じ土地で街の中心として機能した「釜利谷日用品市場」のリデザ

インに親子 2代で挑む。
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活動者のみなさんからの相談・提案 。課題を対話の場に開 く「オープン・ ダイアログ 03
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オープンダイアログでは、協働推進センターに寄せられた団体・個人からの相談 。提案 。課題の

内容をもとにテーマを設定し、対話の場をつくることで、これからの協働の取組みに向けた新た

な視点、多様な視点の獲得や、プロジェクトの推進に取組みます。

株式会社 19

代表取締役社長

東京工科大学コンピューターサイエンス学部卒

業。「人と社会のつながりをデザインする」

をコンセプトに、企業への事業コンサルタ

ント、「STUD10 1 9」 の運営などの事業

を展開。今まで埋もれていた課題や価値

を発見し、人と社会が楽しくつながる

ための新たなビジネスを創出している。

大学在学中の 2015年 2月 に株式会社

アーチャレジー (現 :株式会社 19)

を設立し、代表取締役社長に就任。

■国■

「他者の感覚・視点 を取 り入れ ることで

見 えて くるもの」

新 しい価値やアイディアを生み出す

インクルーシブ・ダイアログWS       エントリーはおら

オープンダイアログの第 1回目は、株式会社 19のインクルーシプメディエー

ター (※ )をフアシリテーターに迎え、社会課題への新しいアプローチを体感じ

ます。障がいのある方々は日々社会課題に直面しています。そうした障がい当

事者をインクルードし対話していくことで、自らでは得難い「他者の感覚」を

体感し、新たな視点の獲得や「多様性」「異なることの価値」への気づきを得ます。

※ 障がい当事者であり、健常者とのコミュニケーションを通じて、価値

創造を促す仲介者。企画立案やワークショップなどに精通している。

「ココ回はずむアート展」実行委員会

夫婦ともに東京藝術大学日本画科出身。横浜北

部 3区の通所施設で働く障がい者の方の作品

を取り上げた「ココロはずむアート展 (2011

年～)」 の実行委員を務める。著書 :重症心身

障がいのある息子さんと家族がともに過ごした

日々をまとめた「ひげのおぱさん子育て日記」

2.20SAT
安藤将大 さん

口四□

「異なる感覚・ 視点を持つ他者 と

自 己 へ の ま な ざ し」

どうしても違ってしまう?!
「まねっこワークショップ」

13:30‐ 16:45

(出版社 :フ ェミックス)等

オープンダイアログの第 2回目は、講師が描いた絵を真似しながら自身も

絵を描くことで、様々な感覚の違いを実感するワークショップを実践。講師

役となる知的障がいのある藤原直美さんが、果たしてどのように対象を捉え、

表現しているのか。

ワークショップを通じて、自身とは異なる感覚・視点を持つ他者と自己ヘ

の気づきを得るとともに、対話の場を通じて、インクルーシブな実践への理

解を深めていきます。

認定NPO法 人STス ポット横浜 事務局長/
神奈川県障がい者芸術文化活動支援センター

1984年東京生まれ。2008年 STス ポット横浜入職。文化施設や芸術団体

と学校現場の連携プロジェク トを担当。2020年 4月 より、神奈川県障が

い者芸術文化活動支援センターの運営を開始。芸術文化分野での中間支援

のあり方について、模索している

ロ

●

L
似顔絵作宗。ポスカなどカラーベンを使つてカラフルな人111
ペットのイラス トなどを描いています。最近は布製品作 り|||
はまつています。「ココロはずむアー ト展」では「作家と

‐
制作しよう」でのワークショップで日師を務めています。 Ч

(左 )藤原さんの作品
(右 )中畝常雄さんの作品

田中真実さん
ヽロド

■

―、L
`藤 原直美 さん

エントリーはこちら
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平 Iヨ   9:00-20:00
土日祝 9:00… 17:00

TEL:045-671¨ 4732
FAX:045… 223…2888

市民セクタ…よこはま。囲内イノベーションイニシアティブ共同事業体
横浜市市民局市民協働推進鰈

〒231‐0005 神奈川県横浜市中区本町 6丁 目 50… 10
横浜市庁舎 1階
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   みな とみ らい線「層車道駅」 lC出入口直結
JR・ 市営地下鉄「桜木町駅」  徒歩 3分

中畝常雄 さん
中畝治子 さん
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3:30‐ 16:45
3.21

会場 。お問い合わせ


